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Abstract Neope watanabei Matsumura, 1909 (Satyridae) is recognized to be a seasonal form 
(spring or winter form) of Neope bremeri (C. Felder & R. Felder, 1862) in Taiwan through adult 
morphology and results of rearing. The subspecific name of Neope bremeri taiwana Matsu- 
mura, 1919 (summer form) is sunk as a junior synonym of watanabei. 
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台湾 に は キマ ダラ ヒ カ ゲ 属 Neope に 属す る 種 と し て つぎ の 5 種 が 知ら れ て いる . 





タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope bremeri taiwana Matsumura, 1919 
ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ N. watanabei Matsumura, 1909 

アリ サン キマ ダラ ヒ カ ゲ N. pulaha didia Fruhstorfer, 1911 

ンジ シロ キ マ ダラ ヒ カ ゲ N. armandii lacticolora (Fruhstorfer, 1908) 
ウラ キマ ダラ ヒ カ ゲ N. muirheadi nagasawae Matsumura, 1919 


これ ら の うち , タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ と ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ は た がい に 独立 種 で ご は な く , 季節 弄 
どう し の 関係 の 可能 人 性 が ある と の 見 解 も ある (野村 , 1930; 白水 , 1960) 


この 報告 で は , 標本 の 検討 の ほか , 成虫 の 野外 調査 , 飼育 記録 な ど に より , ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ は 
独立 種 で は な く , タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ の 季節 型 ( 春 刑 また は 冬 型 ) で ある こと と を 述べ る . 


報告 に 当たり , 学名 の 扱い に つい て 真 重 な 示唆 を 与え られ た 吉本 浩 氏 , 未 発表 の 飼育 記録 な ど を 提供 さ 
れ た 内 田 春男 氏 , Bi coORRRBIOMAICHHNSHKABEEORMER, 足 重 な 標本 を ご 恵三 下 
さっ た 城内 穂積 , 牧 林 功 の 両氏 , 国立 科学 博物 館 所 蔵 の 標本 の 調査 に 便宜 を 与え を られ た 大 和田 守 , BE 
良彦 の 両氏 , お よび 文献 っ ピー の 労 を と られ た 大 野 正男 , 矢田 億 の 両氏 に 厚く お 礼 を 申し あげ る . 











1. 研究 史 


Matsumura (1909) は , 渡辺 亀 作 氏 に よっ て 台 深 北部 の 新竹 県 北 寺 か ら 得 られ た 標本 を も と に , Neope 
watanabei (ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ ) を 新種 と し て 記載 し た . 同氏 は , これ が Neope bremeri (C. Fel- 
der & R. Felder, 1862) (タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ ) と 斑紋 上 の 特徴 が あま り に も 異な っ て いた た め た と , 
この 両者 の 関係 に は まっ た く 触 れず , も っ ぱら 斑紋 上 の 特徴 の よく 似 て いる 日 本 産 “" キ マダ ラ ヒ カ ゲ 
Neope goschkevitschii” と の 相違 点 に つい て 述べ て いる . 実際 , Fruhstorfer (1911) は 本 種 を N. gosch- 
kevitschii の 1 亜 種 と し て 扱っ て いる . 


さら に 松村 (1919) は , タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ の 台湾 産 亜 種 N. bremeri taiwana を 記載 し , さら に と 
の ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ を 含め て , 台湾 産 キ マダ ラ ヒ カ ゲ 属 各種 成虫 の か な り 精 巧 な 図 を 示し , ここ 
で も ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ と 日 本 産 の “キマ ダラ ヒ カ ゲ ” と の 相違 に つい て 解説 し て いる . ここ に 示 
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Fig. 1. Difference of patches in spaces 2 and 3 of forewing underside between the two 
seasonal forms of Neope bremeri watanabei Matsumura. Left, spring form, f. 
watanabei ; middle, summer form, f. taiwana ; right, length of patches (See, Table 2). 


され た 図 は それ ぞ れ の も つつ 特徴 を 適 確 に 示し て お り , 実際 に 標本 を それ ら の 図 に よっ て 同定 する こと が 
可能 で ある . 


べ ベ キ マダ ラ ヒ カ ゲ と タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ と は た が い に 連 続 し , 識別 困難 な 個体 も 多い こ 2 お よび 
前 者 は 12-2 月 の 低温 期 に 採れ て いる こと を 指摘 し , ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ は タイ ワン キマ ダラ ヒ カ 
ゲ の 季節 型 ( 冬 型 ) の 可能 性 が 大 きい と と を 述べ た . 


と ところが, 野村 (1932) は , 江崎 (1932) の 示唆 に も と づき , 8 月 中 旬 に 台湾 の 高地 帯 に ある 関山 越 に お 
OT, “ワタ ナベ ” と“ タ イワン” の 両者 が 同時 に 採集 きれ て いる と ころ か ら , ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ 
が 独立 種 で ある こと を 完全 に 耕 定 で きず , 両者 の 関係 は 再 検討 を 要する と し た . 


戦後 に な っ て か ら 白 水 (1960) は , ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ を いち お お う 独 立 種 と し て いる が , 野村 
(1930, 1932) の 見 解 に 触れ , ふた た び 両 者 の 関係 の 再 検討 の 必要 を 示し て いる . 白水 の 示し た 図版 の 〆 
は 中 間 型 で いく ら か “ワタ ナベ” の 特徴 を 示し て いる が , 告 は タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ と 判断 され る 
個体 で ある . な お , 高橋 (1993) に は この 事実 の 表現 に 不適 切な と ころ が ある の で , 上 記 の よう に 補足 ・ 
訂正 し た い . 








山中 (1974) は 台湾 に お ける 蝶 類 分 布 記録 を まとめ , その 中 で 両者 の 採集 頭数 を 月 別に 示し , また 全般 
的 な 傾向 と し て , ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ は 「 お も に 低 山 地 に 産 す る が 個体 数 が きわ め て 少な い 」 も の 
で あり , タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ は 「 全 島 の 山地 帯 に 広く 分 布 し て いる 」 と し た . し か し この 報 文 で は 
両者 の 関係 に つい て は 触れ られ て いな い 


2. 標本 に よる 検討 


ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ と タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ と の お も な 識別 点 は Table 1 に 示し た と お り で あ 
る . し か し , 実際 に は し ば し ば 両者 の 中 間 型 が 見 られ , 両者 の 識別 の 困難 な 場合 が ある こと は , すでに 
野村 (1930) も 示し た と お り で ある . 


Table 1 に あげ た ①-⑥ の 特徴 の うち , O-O に つい て 数 値 で 示し た も の が Table 2 CHS. c/FL は 
前 次 長 に 対す る 前 次 表 面 第 2 室 黄 褐色 斑 の 全長 が 占め る 割合 を , i/FL は 同じ く 前 翔 裏面 第 2 SRAM 
の 全長 が 占め る 割合 を , j/1 と 1/k は それ ぞ れ 前 次 第 2 お よび 第 3 室 に お いて , それ ぞ れ の 時 点 の 長径 が 
明 色 斑 の 全長 に 対し て 占め る 割合 を 示す . 














この 表 か ら わ か る こと と は , ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 特徴 は 前 次 長 が 小さ いこ と , 前 次 表 面 第 2 室 の 黄 
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褐色 斑 が 相対 的 に 大 きい こと , お よび 前 次 裏面 第 2 お よび 第 3 室 の 明 色 部 が それ ぞ れ の 黒点 に 対し て 相 
対 的 に 広い こと で ある . 


3. 成虫 の 出現 期 
筆者 が 実際 に 調べ た 標本 の デー タ は つぎ の と お り で ある . 
ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ 


1$, 








台中 県 谷 関 , Mar. 8, 1971, 波多 野 和 夫 (ER) 〔 牧 林 (1972)] ; 10, 南 投 県 南山 渓 , Mar. 15, 1992, #8 


錦 吉 ( 採 ), 1 〆, 同上 , Mar. 16, 1992, sesh ( 採 ), 1%, 同上 , Mar. 22,1992, 城内 穂積 6); 1 同 
上 , Mar. 7, 1993, Esha (FE); 1%, 南 投 県 薦 山 , Mar.13,1993, esi (HK). 


タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ 


1 〒, 台北 県 拉 拉 山 , June 12, 1985, esa (8€); : 1 の, 同上 , Aug. 10, 1985, tim (5); 1 〆, 桃園 
IPSE, June 9, 1991, en (5); 1 の , EE, June 15, 1991, E ( 採 ) 1^, 南 投 県 南山 渓 , Mar. 


22,1992, 高橋 真弓 (X); Do, ERAELU, Aug. 5, 1991, He GR; 19, 南 投 県 松岡, 





Table 1. 


June 19, 


Difference of forewing length and colour pattern between the spring (or 


winter) from (f. watanabei) and the summer form (f. taiwana) of Neope bremeri 
watanabei Matsumura. F, forewing ; H, hindwing ; UP, upperside ; UN, under- 


side. 





Characters 


spring form 
f. watanabei 





(D Forewing length 


@ Ochreous patches of UP 


③ Lightly coloured areas in 


spaces 2 and 3 of FUN 


④ Central patch in cell of FUN 


⑤ Coloration of HUN 


© Eye spots of HUN 


small, 29-32 mm 
developed 
developed 


melanized 


dark, with striking white 
patches in spaces 6 and 7 


undeveloped 


summer form 
f. taiwana 
large, 33-37 mm 
undeveloped 
undeveloped 


less melanized 


light, white patches in 
spaces 6 and 7 indistinct 


developed 





Table 2. 


Comparison on forewing length, characteristics of patches in spaces 2 and 


3 of forewing underside between the seasonal forms of Neope bremeri watanabei 


Matsumura. 


Spring form, f. watanabei ; summer form, f. taiwana ; FL, fore- 


wing length ; c, length of ochreous patch in space 2 of forewing upperside ; i, 
length of lightly coloured area in space 2 : j, diameter of black spot in space 2; 
k, length of lightly coloured area in space 3; 1, diameter of black spot in space 


3. 




















Seasonal forms n FL(mm) c/FL(%) i/FL(%) 1/1(%) 1/k(%) 
ーー a 
Spring form male 4 30.5 24.8 25.2 32.2 32.0 
Spring form female 1 32.1 27.1 26.2 27.3 36.6 
Summer form male 19 34.5 20.3 16.6 56.1 60.3 
Summer form female 4 36.9 21.0 18.0 54.0 59.3 
Intermediate form male 1 33.7 21.1 24.3 39.0 58.1 
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Figs. 2-11. Neope bremeri walanabei Matsumura from Taiwan. 2-5, spring form, f. 
watanabei ; 2-3, J3, Nanshanxi, Nantou, Mar. 15, 1992, J. Luo leg., FL 30.0 mm ; 4- 
5, ¢, Guguang, Taichung, Mar. 8, 1971, K. Hadano leg. (Makibayashi, 1972), FL 32. 
lmm; 6-9, summer form, f. taiwana ; 6-7, #, Baling, Taoyuan, June 15, 1991, J. 
Luo leg., FL 35.1 mm ; 8-9, 2, Shangguan, Nantou, June 19, 1991, J. Luo leg., FL 37. 
4 mm. 10-11, intermediate form, 7, Baling, Taoyuan, Mar. 29, 1992, J. Lee leg., FL 
33.7 mm. Even numbers, upperside ; odd numbers, underside. 

Figs.12-15. Neope bremeri bremeri (C. Felder & R. Felder) from Hanzhou, Zhejiang, 
China. 12-13, spring form, の , Mar. 31, 1989, M. Takahashi leg., FL 28.9 mm ; 14-15, 
summer form, ヴ , June 4, 1989, emerged, M. Takahashi leg. & bred, FL 37.6 mm. 
Even numbers, upperside ; odd numbers, underside. 
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1991, 維 錦 吉 (EX); lo^, 同上 , July 6, 1991, mE (X); 1 o^, 南 投 県 梅 峰 , Aug. 4, 1991, 高橋 明子 
( 採 ) 
な お , 両者 の 中 間 型 と みな され る 個体 の デー タ を つぎ に 示す . 


lc, WEARER, Oct. 18, 1941, 採集 者 不明 : 1 の , 同上 , Mar. 29,1992, SKE ( 採 ), 1 の , “REA”, 
Oct. 18, 1939, 採集 者 不明 . 





以上 の デー タ か ら , 一 般 に 3 月 中 下旬 ご ろ ま で の 冷 源 期 に 出現 する も の は ワタ ナベ キマ ャ ダラ ヒ カ ゲ , E 
と し て 6-8 月 の 温暖 期 に 出現 する も の は タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ , 3 月 下旬 と 10 月 中 旬 に は 両者 の 中 
間 型 が 得 ら れ て いる こと が わか る . 


な お , ここ で 注目 すべ きこ と は , 1992 年 3 月 22 BH, 台湾 省 南 投 県 仁愛 郷 南山 渓 の 標高 800 m 付近 の ほ 
ほ 同 一 地点 で , 両者 の 各 1 の (いずれ も 新鮮 個体 ) が 採集 きれ た こと で ある .“ ワ タナベ” の 方 は 典型 的 
な 個体 で あっ た が , “タイ ワン "の 方 は 通常 の も の より も か な り 小 型 の 個体 (FL31.7 mm) で あっ た . 


山中 (1974) の 示し た 両者 の 月 別 採 集 個体 数 (Table 3) に よれ ば ,“ ワ ウタ ナベ ” が 2 月 か ら 8 月 に か け て 
大 き な 変 動 な く 少 数 ずつ 採集 きれ て いる の に 対し , “タイ ワン ” の 方 は 全体 と し て 出現 期 が 1 ヵ月 後方 
に ずれ , し か も ゃ 7-8 月 の 高温 期 に 大 き な ピ ー ク の ある こと と を 示し て お り , 両者 の 採集 個体 数 の 変動 に は 
統計 的 な 有意 差 が か ある (カイ 2 乗 検定 , p く 0.05, df=10). この デー タ か ら わ か る こと は , “ワタ ナベ ” は 
条件 に よっ て は 4-8 月 の 高温 期 に も 羽化 する こと が ある が , “タイ ワン ” の 方 は 主として 高温 期 に 羽化 
し て いる こと で ある . な お , 標高 3,000 m 付近 の 高地 帯 で は “ワウ ワタナベ” の み 年 1 回 発生 する 場合 が ある 
も の と み ら れ る . 


























Table 3. Number of collected individuals of Neope bremeri watanabei Matsumura in every 
month (arranged from Yamanaka, 1974). 


Seasonal forms | Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sept. Oct. Nov. Dec.| Total 











Spring form 2 1 2 1 3 2 5 1 17 
Summer form 2 7 6 16 37 31 3 1 103 
Total 2 3 9 7 19 39 36 3 2 120 


4. 飼育 結果 


内 田 春男 氏 は 1990 年 12 月 末 に 台湾 省 南 投 県 仁愛 郷 合 望 山 で ニ イ タ カヤ ダケ Yushania niitakayamen- 
sis か ら 採 集 さ きれ た キマ ダラ ヒ カ ゲ 属 eo ヵ e の 1 齢 幼虫 を 飼育 し (内 田 , 1991) , OMe Sia CREEL 
た も の か ら は , 翌 1991 年 2 月 10-13 日 に タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ 1 の 1 そ が ,4 月 1 日 に 中 間 型 ows 
羽化 し た が , 野 を 冷蔵 庫 内 で 約 55C の まま 約 2 ヵ月 間 保存 し , 室温 に も ど し た も の か ら , 5 月 10 日 に ウ 
タナ ベ キ マダ ラ ヒ カ ゲ 1 そ が 羽化 し , 筆者 に これ ら の デー タ と と を も に 標本 を 恵司 され た . 


また 筆者 は , 191 年 8 月 5 日 に 上 記 の 合 望 山 で 維 錦 吉 氏 に よっ て = ニ イ タ カヤ ダケ か ら 採 集 き され た 卵 を 
飼育 し , We Blin CRE LE DODD A 30 日 -10 月 1 日 に タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ 2 ダダ 1 千 が , HF 
を 約 2 ヵ月 間 冷 蔵 庫 で 約 5C に し て 保存 し た も の か ら は , 12 月 5 日 に ワウ タナ ベ キ マダ ラ ヒ カ ゲ 1 税 が 
羽化 し た ( 不 完全 羽化 ). 


上 記 の 結果 は , 踊 期 を 比較 的 高温 下 で 経過 し た も の か ら は “タイ ワン ” が, 低温 下 で 経過 し た も の か ら 
は “ワタ ナベ "が 羽化 する 傾向 の ある こと を 示す . また この 結果 は , 前 述 の 南山 渓 に お いて 両者 が 同一 
HZ, し か も ゃ 同一 地点 で 採集 され て いる 事実 を , それ ぞ れ の 個体 の 遇 化 場 所 の 温度 の 違い に よっ て 説明 
で きる こと を 示唆 する . さら に 両者 の 中 間 型 の 存在 や , 山中 (1974) の 示し た 4-8 月 に “ワウ ワタナベ” が 採 
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集 さ れる 事実 も , 生息 地 の 標高 ある い は 虐 化 場所 の 温度 条件 に よっ て 説明 する こと が で きる と 思う . 


9. ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 位置 と 季節 型 発現 に お ける 中 国 大 陸 産 と の 関係 


中 国 大 陸 東 部 , 河江 省 杭州 市 の 西湖 付近 の 丘陵 に は ワタ ナベ キマ ダラ ヒ カ ゲ と みな され る 個体 群 が 生 息 
L, 月 下旬 ご どろ 多数 の 成虫 が 見 られ る . その 母 蝶 か ら 得 た 卵 を 飼育 する と , 6 月 ご どろ 典型 的 な タイ ワ 
ン キ マダ ラ ヒ カ ゲ が 羽化 する (Figs. 14-15) (高橋 , 1993). 


この 事実 と , 前 述 の 台湾 産 の 飼育 結果 と か ら 判 断 す れ ば , 両者 は た が い に 独 立 種 で は な く , 同一 種 の 季 
節 型 で あり , ワタナベ キ マダ ラ ヒ カ ゲ は 春 型 (また は 冬 型 ) 」、 タ イワ ン キ マダ ラ ヒ カ ゲ は 夏 型 と な る . ま 
た この こと は , Neope walanabei Matsumura と N. bremeri (C. Felder & R. Felder, 1862) が 同一 種 で 
ある と と を 意味 する . な お , 中 国 大 陸 産 と 台湾 産 の . bremeri に つい て の 亜 種 レ ベル の 検討 は , 現状 
で は 必ず し ゃ 十分 と は いえ な い が , これ まで の 慣行 に し た が っ て 両者 を 別 亜 種 と し て 扱う な ら ば , BN. 
bremeri の 台湾 産 亜 種 は , Neope bremeri watanabei Matsumura, 1909, stat. nov. = Neope bremeri 
taiwana Matsumura, 1919, syn. nov. と な る . 和 名 に つい て は , 大 陸 産 を 含め て 一 般 に 広く 用 いら れ 
て いる タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ の 方 を 採用 し た いと 思 


本 種 の 季節 型 発現 の 状態 は , 中 国 大陸 枕 州 市 の 場合 と 台湾 の 場合 と は 異な っ て いる . 中 緯度 に あたる 枕 
州 市 BCN) の 丘陵 地帯 で は , すく な く と も , 春 型 個体 群 中 に 夏 型 また は 中 間 型 の 個体 を まっ た く 混 入 
せ ず , 季節 型 の 分 離 が きわ め て 明瞭 で ある . これ に 対し て , より 低 緯度 の 台湾 の 山岳 地帯 (23-25*N) の 
場合 は , 前 述 の よう に , 同一 の 季節 に た 二 つ の 季節 型 が 混 飛 し た り , ある い は 中 間 型 が 発見 され た り し て , 
ZB SUH! D 4 EEDUOAUVRBIEERCA OS. これ は 季節 変化 の 明瞭 な 中 紳 度 地方 の 低地 帯 と , NDCC 
な 低 紳 度 地方 の 高地 帯 の 気候 の ちがい を 反映 し て いる と みる こと が で きよ う . 
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Summary 


l. Neope watanabei Matsumura, 1909 (Satyridae) is recognized to be the spring (or winter) form 
of Neope bremeri (C. Felder & R. Felder, 1862) in Taiwan. Neope bremeri taiwana Matsumura, 
1919, is sunk as a junior synonym of N. watanabei. The scientific name of the Taiwan subspecies 
of N. bremeri is Neope bremeri watanabei Matsumura, 1909, stat. nov. — Neope bremeri taiwana 
Matsumura, 1919, syn. nov. 


2. The characteristics of the spring (or winter) form are as follows: Forewing length is smaller 
than the summer form (f. taiwana). Ochreous patches on the wing upperside are well developed. 
The wing underside is darkly coloured. On the forewing underside, lightly coloured areas in 
spaces 2 and 3 are widely developed around the black spots, while those areas narrowly enclose the 
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eye spots respectively in the summer form. On the hindwing underside, eye spots are less 
developed and there are striking white patches in spaces 6 and 7. 


3. The spring (or winter) form adults generally emerge in cooler season (December to March), 
while the summer form adults emerge in warmer season. 


4. The spring (or winter) form adults emerged when the pupae were preserved in 0-5'C for two 
months, while the summer form adults emerged when the pupae were preserved in room tempera- 
ture. The results suggest that the seasonal forms of this species occur through the temperature 
of the pupal period respectively. 
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